


 

 

                                    

２．修正の理由 

売上高については、顧客紹介及びインバウンドによる案件数の増加、並びに想定よりも

コストマネジメントの削減額が向上したことにより、前回予想より 318百万円増の 2,623

百万円となる見込みです。 

営業利益については、売上高の増加に対し、売上原価並びに販売費及び一般管理費にお

いて、コストマネジメントを中心とした既存サービス及び BPR・マーケティング・営業戦略

を中心とした新規サービスの拡大のための積極的な人材投資により、成功報酬型採用費用

及び人件費が増加する見込みです。その結果、営業利益は、前回予想より 275百万円増の

1,018百万円となる見込みです。 

経常利益につきましては、営業利益の増加に対し、投資事業組合運用損の計上により、

前回予想より 258百万円増の 1,000百万円となる見込みです。 

 

（注）業績予想は、現時点で入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績は、

今後様々な要因によって予想数値と異なる結果となる可能性があります。 
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